
令和７年度 第２回平生町地域公共交通協議会 次第 

 

令和７年１２月２６日（金） 午前１０時～ 

 平生町役場 ２号棟３階大会議室 

 

１．開 会 

   

 

２．あいさつ 

   

 

３．協議事項 

 

（１）令和７年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について【資料①②】 

 

（２）平生町公共ライドシェアシステム導入について【資料③】 

    

（３）その他 

   



別添１

令和7年12月26日

協議会名： 平生町地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

B

輸送量・収支率ともに計画
値を下回ったが、輸送量15
人/日は維持された。(収支
率△16.9%)
公的資金投入額は計画値
を上回った。

引き続き、バス利用促進に繋
がるよう、ダイヤ改正等を行
い、関係市町と連携して利用し
易いバスを目指していく。
また、各イベントへの参加、バ
ス乗り方教室の開催、学生フ
リー乗車券、小児運賃一律50
円キャンペーン等ＰＲを継続的
に努め、利用促進を図る。

バスロケーションシステム、交
通ICカードシステムを幅広く周
知し、新規利用者の獲得に努
める.

柳井駅前～イオン・平生～上関 A
計画通り事業は適切に実施
された。

防長交通(株)

関係自治体と連携して利用し
易いダイヤ改正を実施した。

各イベントへの参加、バス乗り
方教室の開催、学生フリー乗
車券、小児運賃一律50円キャ
ンペーン等ＰＲに取り組み利用
促進を図った。

利用者の利便性を向上させる
ため、バスロケーションシステ
ム活用について周知を図った。

交通ICカードシステムのPRなど
を積極的に行い、利用促進に
努めた。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

柳井駅前～光駅～徳山駅前 A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

輸送量・収支率ともに計画
値を上回り、15人/日は維
持された。(輸送量＋19.5人
/日、収支率＋11.8％)
公的資金投入額は計画値
を上回ったが、利用促進は
図られている。



別添１

令和7年12月26日

協議会名： 平生町地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

計画通り事業は適切に実施
された。

A
令和７年９月末時点で、ノン
ステップ型車両比率が６９．
７％（１２４両）となった。

A
今後も引き続き、計画どおりノ
ンステップバスの導入を進めて
いく。

ノンステップバス　２８両導入
令和3年度導入分＝５両
令和4年度導入分＝５両
令和5年度導入分＝６両
令和6年度導入分＝６両
令和7年度導入分＝６両

・柳井駅前～光駅～徳山駅前
・防府駅前～新南陽駅～徳山
駅前
・柳井駅前～イオン・平生～上
関
・大畠駅～周防久賀～町立橘
医院前
・大畠駅～大島商船・大島庁舎
前・沖浦～町立橘医院前
・徳山駅前～中央線～下松駅
北口
・徳山駅前～徳山高校前・周南
団地～下松駅北口
・徳山駅前～高尾団地・久米温
泉口～下松駅北口
・徳山駅前～バイパス・記念病
院・夢ヶ丘団地～ゆめプラザ熊
毛
・徳山駅前～新南陽駅・夢求の
里～コアプラザかの
・徳山駅前～新南陽駅・ソレー
ネ・湯野～柚木河内
・堀～中山～防府駅前
・堀～和字～防府駅前
・県庁前～西京橋～新山口駅
・スポーツの森前～西京橋～
新山口駅
・宮野温泉～西京橋～新山口
駅
・道の駅仁保の郷～宮野温泉・
西京橋・県庁～新山口駅
・県庁前～西京橋・新山口駅・
長浜～秋穂荘
・県庁前～西京橋・リハビリ・権
現堂橋・山手～新山口駅
・新山口駅～大田～東萩駅前
・新山口駅～十文字～秋芳洞
・萩商工高校前～萩センター・
東萩駅・越ヶ浜～奈古駅前

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

防長交通(株)
計画通りノンステップ型車両の
導入が図れるよう努めた。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

本町は、山口県の東南部、室津半島の西に位置し、大星山(標高438メートル)、箕山(標高400メートル)を中心とした丘
陵地帯と、平生平野を中心とした平野部から成っています。 気候は、年間を通じて雨の少ない瀬戸内海式気候に属し
ており、面積は全体で34.54平方キロメートル（令和4（2022）年調査）となっています。
平生町の地域公共交通は、路線バス、おでかけ支援サービス（移送サービス）、タクシー、福祉タクシー、渡船が担って
います。
路線バスは、人口が集積している平生町役場周辺や沿岸部を中心に運行しており、一部丘陵地帯を除き、バス停半径
500ｍ内で概ねカバーされています。路線としては、柳井～上関間、柳井～徳山間、イオンタウン平生～大屋東（柳井
市）間など、本町に関連する5路線の運行が行われ、車を運転できない高齢者等を中心に、買い物、通院等、日常生活
に必要不可欠な交通として機能しています。
しかしながら、人口減少と自家用車の普及により、当町の公共交通機関の利用者は減少を続け、収支悪化による行政
負担の増加をはじめ、運行に様々な問題が発生しています。
このため、地域公共交通確保維持事業により、平生町に関連する路線を確保・維持することで、住民の生活交通手段
を存続させていくことが必要であります。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年12月26日

協議会名： 平生町地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持事業



様式１－５－２（日本工業規格A列４番）

事業者名

平生町地域
公共交通協
議会

1
柳井駅前
徳山駅前

柳井駅
前

光駅 徳山駅前

平生町地域
公共交通協
議会

2
柳井駅前
上関

柳井駅
前

イオン・
平生

上関

［記載要領]

　１．この書類は、生活交通確保維持改善計画（地域間幹線系統確保維持計画を含む。以下同じ。）の策定主体である都道府県協議会等と協議の上、作成すること。

　２．各欄は、補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）に係る内容を運行系統ごとに記載すること。

　３．申請番号は、生活交通確保維持改善計画認定申請書の申請番号と同一のものとすること。

　４．起点及び終点は停留所名をもって記載し、主な経由地は他の運行系統と区別できる停留所名をもって記載すること。

　５．計画欄には、生活交通確保維持改善計画（地域間幹線系統確保維持計画を含む）に記載した補助対象期間に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、

　　　実施時期及びその他特記事項を、取組実績には、計画に対応した補助対象期間の実績をそれぞれ記載すること。

　６. 備考欄には、今後の対応の方向性等特記すべき事項について記載すること。

【取組実績】
交通系ＩＣカードシステムの利用促進を行い、移動利便の向
上を図った。
【取組効果】
上記の取り組んだ結果、申請番号1は、経常収益が3,496千
円減少した為、収支率が51.1％（-8.9）に減少した。

地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組実績（令和７年度）

【取組実績】
交通系ＩＣカードシステムの利用促進を行い、移動利便の向
上を図った。
【取組効果】
上記の取り組んだ結果、申請番号3は、経常収益が2,382千
円減少した為、収支率が37.6％（-6.9）に減少した。

【取組内容及び実施時期】
全国相互利用可能なICカードシステムの利用促進・周知徹
底
【実施主体】
防長交通(株)
【効果目標】
上記の取組により、バス利用者の移動利便の向上を図り、
収支率
を1％増加させる。

【今後の
方向性】

より多くの
方に交通系
ICカードシ
ステムをPR
し、幅広く周
知を図る。

計画 取組実績

防長交通株式会社

協議会等名
申請
番号

運行系統名 起点 主な経由地 終点

地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組

備考







バスの乗り方教室 （平生町立平生小学校）



ホームページやSNS等での利用促進PR



町内全世帯回覧板での運転士募集広報の実施

。



平生町公共ライドシェア実証運行事業（案） 

 

令和 7年 12 月 26日 

00 本業務の背景 

 

① 業務の目的 

平生町においては、交通空白地が多く、高齢者や交通弱者を中心に、日常生活に必要な移

動手段の確保が重要な課題となっている。一方で、既存の公共交通については、運転手不

足や利用者減少等により、将来的な維持が困難な状況にある。 

 

このような背景を踏まえ、本事業では、自家用車等を活用したマッチング型の公共ライド

シェアを導入し、町民の通院・買い物・外出等の日常移動を支援するとともに、来訪者の

移動利便性向上にも資する新たな交通手段の可能性を検証する。 

 

あわせて、AIを活用した配車システムを導入することで、限られた車両・人員を効率的

に活用し、持続可能な地域公共交通モデルの構築を目的とする。 

 

② 制度的枠組み 

本事業は、「道路運送法第 78条第 2号『自家用有償旅客運送制度』」を活用し実施す

る。 

● 自治体（平生町）が運営主体となり、登録を受けた住民ドライバーによる有償運

送を実施する 

● 二種免許は不要とし、自治体が定める基準・許可の範囲内で運行を行う 

● 公共交通会議において必要な協議・合意を得た上で実証運行を行う 

これにより、法令を遵守しつつ、地域実情に即した柔軟な運行が可能となる。 

 

③ 運用制度 

1. 利用者登録 

a. スマートフォンアプリまたは電話による登録 

b. 高齢者等への配慮として、窓口対応や紙ベースでの登録も併用する 

2. ドライバー登録 

a. 車両情報、運転歴、保険加入状況等を確認 

b. 平生町が安全性を確認した上で委託事業者のもと登録・許可を行う 

3. 車両登録 

a. ドライバー所有の自家用車等を使用 

b. 車検・保険・安全基準を満たす車両に限定する 

 

  

資料③ 



 

01 運行概要 

 

①ライドシェアとは 

町民の皆様の町内・町外への移動に関する利便性を向上させ、 

通院・お出かけ・お買い物等を、より気軽に行っていただくことを目的とした、 

自家用車等を活用した乗り合い型の交通サービスである。 

※町民以外の方（町外の方・観光客等）についても利用可能とする。 

 

②運行内容 

下記に現在の案をまとめております。 

実施主体 平生町 

運行区域 平生町内全域 及び 隣接する市町(発着のいずれかは平生町内) 

乗降方式 ドアツードア方式 

運行日 月〜金曜日、土日祝日 

※年末年始(１２月２９日から１月３日まで)を除く 

運行時間 午前８時から午後 8時まで 

(ただし、ドライバーの配置状況により利用時間帯は限定的となる) 

利用者 制限なし 

運賃 ※ 未定 

決済方法 現金、クレジット決済、ＱＲコード決済（ＰａｙＰａｙ等） 

利用方法 電話またはアプリケーションからの予約 

ドライバー ４０名程度(町内在住または町内在勤の２１歳から７０歳未満の方) 

登録台数 ４０台程度(ドライバー所有の自家用車、交通事業者の車両) 

運行台数 ５〜１０台(１日あたり) 

運行管理 町内交通事業者(業務委託) 

実証運行開始日 令和８年１０月１日 

実証期間 令和８年１０月１日から令和９年３月３１日まで 
 

 

  



02 利用イメージ 

 
 

03 事業実施体制 

町・交通事業者・ドライバーが連携し、安全かつ円滑な運行体制を構築する。 

実施主体 平生町 

運行管理業務 町内交通事業者（業務委託） 

コールセンター業務 町内交通事業者（業務委託） 

ドライバー 登録制（町内在住・在勤者） 

配車・予約管理 AI配車システムを活用（業務委託） 

 

04 スケジュール 

 

令和 7 年度 12月 事業設計 

12月〜3月 関係者調整 

令和 8 年度 4月 補助金申請 

5月 採択通知・交付申請 

5〜6 月 システム事業者の選定（プロポーザル） 

7〜9 月 システム構築・ドライバー募集・広報（約 3ヶ月） 

10〜2 月 実証運行 

2月 効果検証・課題整理 


